
○太宰府市歴史と文化の環境税条例 

平成14年３月29日 

条例第９号 

改正 平成14年９月25日条例第32号 

平成16年３月４日条例第１号 

平成16年12月21日条例第19号 

平成18年５月24日条例第22号 

平成21年３月23日条例第６号 

平成23年12月22日条例第28号 

平成26年12月26日条例第27号 

平成29年12月22日条例第40号 

令和２年12月25日条例第28号 

（趣旨） 

第１条 この条例は、本市固有の歴史的文化遺産及び観光資源等の保全と整備を

図り、環境にやさしい「歴史とみどり豊かな文化のまち」を創造するために課

する歴史と文化の環境税に関し必要な事項を定める。 

（課税の根拠） 

第２条 地方税法（昭和25年法律第226号。以下「法」という。）第５条第３項の

規定に基づき、市税として歴史と文化の環境税を課する。 

（定義） 

第３条 この条例において「有料駐車場」とは、市内にある有料の駐車場のうち、

次の各号に掲げるもの以外の駐車場をいう。 

(1) 月極の駐車場 

(2) 事業所・店舗等に付随する駐車場 

(3) 臨時的駐車場 

２ 前項各号に掲げる駐車場については、別に規則で定める。 

（賦課徴収） 

第４条 歴史と文化の環境税の賦課徴収については、この条例に定めるもののほ

か、法令及び太宰府市税条例（昭和39年条例第162号）の定めるところによる。 

（納税義務者） 

第５条 歴史と文化の環境税は、有料駐車場に駐車する行為に対し、その対価を



支払う者（以下「有料駐車場利用者」という。）に課する。 

（課税免除） 

第６条 次に掲げる者が乗車する自動車等の有料駐車場利用者に対しては、歴史

と文化の環境税を課さない。ただし、乗車定員が10人を超える自動車の有料駐

車場利用者については、別に規則で定める。 

(1) 法第292条第１項第９号に規定する障害者 

(2) 前号に準ずる者 

（課税標準及び税率） 

第７条 有料駐車場利用者に課す歴史と文化の環境税の課税標準及び税率は、駐

車する行為１回につき次の各号に定める率とする。 

(1) 二輪車（自転車を除く。） 50円 

(2) 乗車定員が10人以下の自動車 100円 

(3) 乗車定員が10人を超え29人以下である自動車 300円 

(4) 乗車定員が29人を超える自動車（大型トラックを含む。） 500円 

（徴収の方法） 

第８条 歴史と文化の環境税の徴収については、特別徴収の方法による。 

（特別徴収義務者） 

第９条 有料駐車場の事業者は、当該駐車場における特別徴収義務者とする。 

（税額の表示） 

第10条 特別徴収義務者は、有料駐車場利用者の見やすい箇所に歴史と文化の環

境税の税額を表示しなければならない。 

（申告納入） 

第11条 特別徴収義務者は、有料駐車場利用者が納付すべき歴史と文化の環境税

を徴収しなければならない。 

２ 特別徴収義務者は、次の表の左欄に掲げる期間に徴収すべき歴史と文化の環

境税について、同表右欄に掲げる納期限までに申告書を市長に提出するととも

に、その納入金を納入しなければならない。ただし、当該特別徴収に係る有料

駐車場を利用に供しなくなったときは、その供しなくなった日の属する月の翌

月の末日までに、その供しなくなった日までにおいて徴収すべき歴史と文化の

環境税について申告納入しなければならない。 



４月１日から７月31日までの分 ８月31日 

８月１日から11月30日までの分 12月25日 

12月１日から翌年３月31日までの分 ４月30日 

（平16条例１・平16条例19・一部改正） 

（帳簿等への記録及び保存） 

第12条 特別徴収義務者は、帳簿等を備え、規則で定める事項を記録及び保存し

なければならない。 

２ 前項の帳簿等は、その申告書の提出期限の翌日から起算して３年間これを保

存しなければならない。 

（更正又は決定の通知） 

第13条 法第686条第４項の規定による歴史と文化の環境税の更正又は決定の通

知並びに法第688条第４項の規定による歴史と文化の環境税の過少申告又は不

申告加算金額の決定の通知並びに法第689条第４項の規定による歴史と文化の

環境税の重加算金額の決定の通知は、その旨を記載した通知書により行う。 

（不足金額等の納付手続） 

第14条 特別徴収義務者は、前条の更正又は決定の通知を受けた場合において、

不足税額があるときは、当該不足税額並びにこれに対する延滞金額及び過少申

告加算金額並びに不申告加算金額又は重加算金額を前条の通知書に記載された

納期限までに納付書によって納付しなければならない。 

（特別徴収義務者の帳簿の記録の義務違反等に関する過料） 

第15条 第12条第１項の規定により、正当な事由がなくて記録及び保存をせず、

若しくは虚偽の記録をしたとき又は同条第２項の規定により保存すべき帳簿を

３年間保存しなかったときは、その者に対し、３万円以下の過料に処する。 

（歴史と文化の環境税運営協議会） 

第16条 歴史と文化の環境税について、市長は太宰府市歴史と文化の環境税運営

協議会に意見を求めることができる。 

（委任） 

第17条 この条例に定めるもののほか必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、規則で定める日から施行する。 



（平成15年規則第32号で平成15年５月23日から施行） 

（平14条例32・全改） 

（適用期間） 

２ この条例は、令和６年５月22日までその効力を有する。ただし、その日まで

にこの条例の規定による有料駐車場に駐車する行為に課し、又は課すべきであ

った歴史と文化の環境税については、その日以後も、なおその効力を有する。 

（平21条例６・全改、平23条例28・平26条例27・平29条例40・令２条例28・

一部改正） 

附 則（平成14年条例第32号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成16年条例第１号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成16年条例第19号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成18年条例第22号） 

この条例は、地方税法（昭和25年法律第226号）第669条の規定による総務大臣

の同意を得た日から起算して３月を超えない範囲内において規則で定める日から

施行する。 

（平成18年規則第47号で平成18年８月11日から施行） 

附 則（平成21年条例第６号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成23年条例第28号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成26年条例第27号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成29年条例第40号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（令和２年条例第28号） 

この条例は、公布の日から施行する。 



○太宰府市歴史と文化の環境税条例施行規則 

平成14年９月４日 

規則第30号 

改正 平成14年９月25日規則第38号 

平成28年３月24日規則第17号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、太宰府市歴史と文化の環境税条例（平成14年条例第９号。

以下「条例」という。）の施行に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（有料駐車場） 

第２条 条例第３条第１項各号に規定する有料駐車場は、次の各号に掲げるもの

とする。 

(1) 月極の駐車場 住居用、事業所・店舗用、通勤・通学用に供するもの 

(2) 事業所・店舗等に付随する駐車場 事業所・店舗等に付随し、専ら来客の

ために設置された駐車場で、閉所・閉店時には利用できないもの 

(3) 臨時的駐車場 次のア又はイのいずれかに該当するもの 

ア 駐車可能台数が５台以下のもの 

イ 営業日数が年間10日以下のもの 

（障害者等の課税免除） 

第３条 条例第６条ただし書に規定する乗車定員が10人を超える自動車の有料駐

車場利用者は、同条各号に規定する者が３分の１以上乗車している場合に限り、

課税免除を受けることができる。 

２ 条例第６条第２号に規定する「前号に準ずる者」とは、高齢者・傷病者等で、

移動のために車椅子等の介助を要する者をいう。 

３ 課税免除を受けようとする有料駐車場利用者は、その旨を申し出なければな

らない。 

（文書等の様式） 

第４条 歴史と文化の環境税の賦課徴収に用いる文書等の様式は、それぞれ次に

掲げるところによる。 

(1) 条例第９条の規定による特別徴収義務者指定通知書（様式第１号） 

(2) 条例第11条第２項に規定する歴史と文化の環境税申告書（様式第２号） 



(3) 条例第13条に規定する更正・決定通知書（様式第３号） 

(4) 条例第13条に規定する過少申告・不申告・重加算金額決定通知書（様式第

４号） 

（帳簿等への記録及び保存事項） 

第５条 条例第12条に規定する帳簿等への記録及び保存する事項は、次の各号に

掲げるとおりとする。 

(1) 有料駐車場利用者数 

(2) 領収書の用紙の受入数、交付数及び残数並びに当該領収書に係る番号 

(3) 条例第11条第２項の規定により申告納入すべき税額 

(4) 機械式の駐車場は、電磁的記録が印字された書類等 

（委任） 

第６条 この規則に定めるもののほか、歴史と文化の環境税の賦課徴収について

必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この規則は、太宰府市歴史と文化の環境税条例の施行期日を定める規則で定め

る日から施行する。 

（平14規則38・全改） 

附 則（平成14年規則第38号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成28年規則第17号） 

この規則は、公布の日から施行する。 


